
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014 年 7 月号 

ひぐちん通信 
日口鋼管株式会社 〒547-0001 大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2014 年 11 月号（vol.8） 

◆とある社長さんからのお電話◆ 

こんにちは、お世話になっております。日口鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第８号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、毎月発行しておりますこのひぐちん通信。おかげさまでたくさんの方から 

「読んでるよ！」、「楽しみにしてるよ！」といったお声をいただけるようになり、大変

嬉しく思っております。どうも有り難うございます。 

また、先日はこんなことがありました。前々回までのひぐちん通信では、私がお酒

で苦労したお話を赤裸々に書かせていただきました。そして、その内容を読んだ、  

とある社長さんからお電話がありました。「実はうちの会社にも一人アル中のような

状態になっている子がいる・・・」と。そして、その従業員の方に「これ（ひぐちん通信）

一回読んでみい、樋口社長がこういう形で体験談をさらけ出して、なんでこんなん 

書いてあるかわかるか？お前みたいな酒飲みのために体験談を話してくれてんの

やぞ」と、そのようなことを従業員の方に述べられ、こんこんと説き伏せたそうです。 

その従業員の方は営業をされている中で、お客さんから「酒臭い」と言われてい

たようで、これはとんでもないことですが、それでも社長さんはその従業員の方を 

見捨てずにずっと面倒を見られています。 

そして、私に対して「どうしたらええ？」というご相談のお電話でしたので、「私は 

近鉄布施駅近くの、「ひがし布施クリニック」というところに通院をしてお酒をやめる

きっかけをつかみました」と、その病院をご紹介させていただきました。それが９月１

３日のことです。そして１０月に入り、その社長さんにお電話を差し上げたところ、ど

うやら従業員の方は病院に行かれ、今もお酒を断っているらしいのです。彼曰く、お

酒をやめるとすこぶる体調も良く、飲んでいたときに比べると全然違うとのこと。 

社長が病院に行くことを促し、いまでもその従業員の方がお酒を

やめ続けられるようにサポートをされています。ここまで親身にな

って従業員の面倒をみる社長さんが、一体どれだけいるでしょう

か？私もこの社長さんを見習いたいと心から思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに）         

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：ゴルフ・映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆そこか情報◆ 

（そ‐即納・こ‐小口対応・か‐加工）当社の改善の取り組みをご紹介します。 

①安全のため

本社南側車道

にカーブミラー

を自主設置しま

した。 

②角パイプ 

５０ｘ２５ｘ１．６

のお引き合い

をお待ちしてお

ります。 

 

③在庫用のスリッ

トパイプが錆びな

いようにラップを

巻いて保管する

ことにしました。 

  

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきまして、どうも有り難うございました。ひぐちん

通信第８号はいかがでしたでしょうか？さて、ちょっと前になりますが、iPhone 4 から

iPhone６に買い替えました！私は、携帯電話の料金プランの見直しのため、定期的

に携帯ショップに行っております。そして、先日もその見直しのために au の携帯ショ

ップに行ったのですが、その日がたまたま iPhone６の発売日！しかも、私がちょうど

行った時間からの受け付け開始で、これは神様が「買い替えなさい」とおっしゃって

いるのかなと思い、衝動的に買い替えちゃいました（笑）。樋口 

④本社と第２工

場を光回線に

し、現場責任者

と直接電話が通

じるようにしまし

た。 


